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類に 属す る もの を 1 頭得 る こ とが で き た。こ の 種 は

最 も分布 の 広 い E ”koenenia　mirabllis と も 異

り ， ま た 日 本 に最 も近 い 産 地 で あ る タ イ の 2 種 の

い ず れ と も 異 り， オ ース ト リ ア 産 の Eukoenenia

austriac α に 最 も近い が ，触 肢 や 歩脚 の 節 の 長 さ の

比率や 側 方 感 覚器 の 形態を異 に し，今の と こ ろ種 名

未決定で あ る 。

古東 京湾 の トラ フ カ ラ ッ
パ と その 生痕

福田 芳生 （福 出 古生 物学研究所）

　演者 は 長年，千 葉県 八 千代市大 和 田 町下横戸部落
の ミ ン デ ル ・

リ ス 間氷期 に属す る 中期洪積 世 の 化石

動物に つ い て 調 査を進 め て きた。

　同化石 層 は 海成層 で あ り，そ の 最上層 の バ カ ガ イ

帯，甲殻類を多産す る中層 と ハ ス ノ カ シ バ ソ 帯を含
む 下 層 の 3 部 分 か ら成 っ て い る 。 問題 の 中層 よ り産

出す る多数 の 十脚 目 ， 短尾類の 遺骸 の 中 に 大 型 の ト

ラ フ カ ラ ッ
パ （CalaPPa 　tePhos 　HERBST ）の 鉗脚 と

共 に ，特異 な 螺 旋状 の 壊れ方を示 す 腹足 類 （Sゆ 海o・

觚 砺 fusOfdes（REEVE）） カ∫含ま れ て い る。 こ の

破 壊 痕 は，Shoup （1968）の 報告 した CataPPa 属 に

よ る 侵襲 の 痕 とよ く類似 して お り ， トラ フ カ ラ ッ
パ

に よ る 傷痕 で あ る と考え られ る。こ の ト ラ フ カ ラ ッ

パ は，当時 ，
コ ブ シ ガ ニ 類 と共 に 生活 し て い た こ と

を 示 して い る が，一
方 の コ ブ シ ガ S 類 と比 較 して 保

存 の 程 度 が 著 し く低 く，Scave 口ger として の 件 格を

持 つ コ プ シ ガ ニ 類が トラ フ カ ラ ッ
パ の 死 後，そ の 遺

骸 を 食害した こ とが そ の
一

因 で あ る と考え ， ト ラ フ

カ ラ ッ パ と コ プ シ ガニの 共存関係に つ い て も合 せ 報

告 し た 。

相模 湾産ク ル マ エ ビ科 （Crustscea，　Decapeda
，

Penaeidae ）2 種 の 分 類 ・形 態学的考察

藤野隆博 （九 州 大 学農 学部動物学教室）

　長尾類 の うち特 に ク ル マ エ ビ 類 は水産 上 重 要 で あ

り ， 良 く知 られ て い る が，最近著 者 の 研究 に よ り，

形態的お よ び 分布上興味深 い 2種の クル マ ェ ビ が 相

模湾 よ り発見 さ れ た 。 最初 の 種 は F ” nchalia 属 の

も の に 比 較的良 く類似す る 。 こ の 属 は形態的に か な

り特殊化 した遠洋性の グ ル ープ で ，主 に ，地中海 ，

大 西 洋，ア メ リカ 太平洋側 に 分布す る 5 種 よ り成

る 。 日本か らは 全 く知 られ て い ない 。 手許 の 標本 は

多少若年個体 で は あ るが ，全 胸脚 か ら外肢 を欠 くこ

と，尾節に 3 薄 の 小 可動鰊を有す る こ と，第 1，2 胸脚

の 基節
・
座節 に 強棘 を 欠 く こ とな ど よりFunchalia

属と異る 。
こ れ らの 相違は種的 レ ベ ル 以上 の もの で

あ る と 考え られ る。 次の AristeomorPka 属 の 種 ，
A ．　rostridentata （BATE ）は 従来，イ ン ド・

太平洋域

よ り知 られ る が ， 地中海 ， 東部大 西洋 に 分 布す る，
A ．fotiacea（RIsso） と 同 一

種 だ と さ れ た 。こ の 点

に 関 し て著者 は 多少 の 疑問を抱 く。

厚 岩湾 の 複合 ホ ヤ類 に寄生す る橈脚類 （特 にホ ヤ ノ

シ ラ ミ 類）に つ い て

大 石茂子 （三 重 県立大学水 産学部）

　複合
・
ホ ヤ 類 に 寄生す る Notodelphyidaeホ ヤ ノ シ

ラ ミ科 の 橈脚類 は 主 と して ヨ ーロ
ッ

パ 近海 から知 ら

れ ， 太平洋か らは 北米沿岸 よ り 2種 が報告さ れ て い

る に すぎな い 。今 回 報告 す る Po7 ｛珈 ア3　 uncr
’
nata

KERscHNER 　1879
，
　Prophioseides 　 ampullacea 　 n．

SP ・，　DemOfxys 　f＃siforma 　n ．　 sp ．は厚岸湾の 複合

ホ ヤ 類 8 種 を 調 べ た 結果 ， Amaroucium 　grabrum
VERRILL

，
　 th

’
Plosema　 mitsukuri 　OKA ，

　 Di
’
staPlia

duin
」
a （OKA ） の 3 種に そ れ ぞ れ 寄 生 し て い る事が

わ か っ た 。 こ れ らの Notodelphyids は 体 内 に あ る

incubatery 　 pouch の 位置 に よ っ て 体 の 膨張，体節

の 融 合，付 属 肢 の 退化 な ど が 種 々 の 程度 に お こ る 。

複 合 ホ ヤ 類 の 中 に は NetOdelphyidsの 他 に egg 　sacs

を有 す る Ascidicolidsな ど の 橈脚類 も寄生 す る が ，

こ れ ら は 分類学的 ， 系統学的に未開拓 の 分野 に 属す

る と い え る。本研究 は，こ れらの 仲間達を も含 め た

橈脚 類 の 分 類 学 ，生 活史 の 研 究 の
一

部 と し て 行 われ

た もの で あ る 。

北 海 道 産 カ ラ フ トア カ ネ ズ ミAPOtlemus 　gitiacu8

の 標徴 に つ い て

小 林恒 明 （北海道 大 学農学部応 用動物学教室）

　従来 カ ラ フ トア カ ネ ズ ミ　APodem 鋸S　 sρ6 扉σ 5 π 5

giliacus （＝A α豌 μ giliaCUS）の 分 布 は サ ハ リ ン の

み と さ れて き た が ，筆者 が 北海道 で 採集 した 北海道

未記録の ア カ ネ ズ ミ は以 下の 特徴 に よ りカ ラ フ ト ア
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カ ネ ズ ミ で あ る との 結論に 達 した 。更 に 本 ア カ ネ ズ

ミ は 独 得 の 核型 を 示 し （2n ・・48−v59 ）個体群 と して

の 独立性が明瞭 で あ る た め，以後独立 種と して 取 扱

う べ きで あ る 。

　外 部形態 ：後 足長 23　mm 以下 ， 尾 毛長 3 尾鱗 環

以 上。小 形 で 眼 が 大 き くヒ メ ネ ズ ミ と ア カ ネ ズ ミの

中 間 の 体形 を 示す 。 吻部 は ア カ ネ ズ ミ よ り短 か い 。

　頭 骨 ： 吻部 が短か く全 体 に丸味が あ り，ア カ ネ ズ

ミの 幼体 型 に 似 る 。 鼻骨 の 形態 が 異 り，ア カ ネ ズ ミ

に 比 し後端 の 巾が 広 い 。 門歯 の 付着 角度 が 吻 部 に 対

し直角に 近 くな っ て い る 。

ハ タ ネ ズ ミ の サ ン プ リン グ方法 と 2 〜 3 の 測定値 の

変化

　　　　　　　　　　　　　　金森正 臣

（東京教育大学理 学部菅平高原生物実験所）

　小 哺乳類 の 種以 下 の 分類単位 で 標徴 と して 頭胴長

・頭骨最 大長 の 差な ど が あ げ ら れ る こ とが あ る 。

　 同一
場所 で ，

4 目間 ハ ジ キ ワ ナ で 採集 した 標本 に

つ い て ，採 集 経 過 日数 と 頭 胴 長 ・上 顎 門 歯 と 第 3 臼

歯後端 の 距離 （1−MS）・下 顎 重 の 3 形 質に つ い て 変

化 を計測 した 。雌 の 頭 胴 長 ，下 顎 重 ， 1−M3 で 日 に

よ っ て 95％ の 信頼限界 で 有意差 が 認 め ら れ た 。

　ま た こ れ ら 3 種 の 形質 に つ い て 5 月 ， 8 月，11月
の 3 回 サ ン プ リ ン グ を行 っ た。

　 雌雄 とも ，
3 形質 に つ い て ，

95％ の 信頼限界 で 有

意差 が 認 め られ た 。

　 こ れ らの 結 果 か ら，大 き さ な ど を 分 類一t：の 重 要な

標徴 と す る場合 に は ， サ ン プ リ ソ グ の 方法 や ， 時 期

を 考慮 しな け れ ば な らな い よ う に 思 わ れ る 。

ミ ドリゾ ウリ厶 シ の 共生藻 に感染する ウ ィ ル ス

　　　　 川 上 久 子 ・川 上 　襲

（鈴 峯 女 子 大 学 栄 養 ・

広 島大学 工 学部醸酵 工 学教室）

　先 に 演 者 らは ミ ド リ ゾ ウ リム シ （PB ）の 培養物 中

に ウ ィ ル ス を見出 し，こ の ウ ィ ル ス は径約 1，400A

の 正 20 面体 で ，PB の 食胞内，食 胞 に 取 り込 ま れ

た ク ロ レ ラ 内，な らび に 虫体外 の ク ロ レ ラ 内 に 出現

す る が ， 虫体 内の 共生 藻内 に は 認 め られ な い こ と を
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報告 し た 。 今回 は PB の存在 しな い 状態で の 共 生 藻

へ の ウ ィ ル ス の 感染を 試み た 。 培養物を メ ン プ ラ γ

フ ィ ル タ ーで 濾過 し，濾液を 23，000g で 遠心 して

得 た ウ ィ ル ス を，予 め PB を 10．　OOO〜12｝eOOg の

遠心 ま た は 500　KC
，

15　sec の 超 音波処理 し て PB

か ら単離 した 共 生 藻 に 感 染 さ せ た。ウ ィ ル ス 核酸 は

共生藻 の 細胞壁 を 貫 通 して 侵 入 し，増 殖 した ウ ィ
ル

ス は 葉緑体 ， ミ ト コ ソ ド ll ア
，

ゴ ル ジ な ど 以 外 の 細

胞 質内 に 出現 し，其生藻が崩壊 して 放出 さ れ る 。
PB

の 培養系内 で は PB の 体表面 に ウ ィ
ル ス が 付着 し ，

PB は 共生 藻 に 対 して ウ ィ ル ス 感 染 の 媒介者 とな る

と 同 時 に 保 護の 役 目 を 果 す 。従 っ て ， 共生 藻 に 脱共

生 が起 こ れば直 ちに 感染 が 成立す る 。

ゾ ウ リ ム シ Parameciun ■ trichium の 分 裂 に お

ける表層構造 の 殖え方に つ い て

洲浜幹雄 （広島 大 学理学部動物学教室）

　繊毛 虫 Paramecf ”m 　trichium の 表層を構成 す

る 小 区 函 ，す な わ ち，表 構成単位 （unit 　territory ）

の 細胞分裂時に お け る殖え 方 が 渡銀法 に よ っ て 調 べ

られ た。口 部両側 の 約 14 本 の 短か い 繊毛列 を除 い

て ，一
本 の 繊毛列 は 39〜47 単位 で 構 成 さ れ る が ，

分裂面 は後 の 娘細胞 に よ り多 く単位 を分配 す るよ う

に 形成 され る。各 繊 毛 列 に お い て ， 4 区画，3 区

画， 2 区 IAIC 殖 え る単位か ら， 増殖 しな い 単位 ま で

観察さ れ ，こ れ らの おの おの の 単位数 が 一
本 の繊毛

列 で 占 め る割合 は ほ ぽ
一

定 で あ り，
こ の 増殖勾配は

分裂面付近 で 最 も高 く， 細胞両端 に 行 くほ ど低 くな

る 。両 端 で は 各 繊 毛 列 に つ き 4 〜 5単位 は 増殖 し な

い 。た だ し， 腹側左部分 を 占め る繊毛列群 は 例 外

で ，こ れ らの 各前端 で は 約 8 単位 が増殖 しな い 。
4

区画 に 殖 え る単位 は 上 記 の 左部分 の 前 の 娘細胞 に 入

る繊毛群 に 最 も多い ，一
方 ， 後 の 娘細胞 で は そ れ ら

は 観察さ れ な い 。単位 の 増殖 と 分 布 は 分 裂期間中 に

完成 さ れ る。

ハ ム シ 科 （昆虫綱鞘翅 目）後邏 に お け る 翅 膜 と 翅 脈

の 関係 （予報）

鈴木邦雄 （東京 都 立 大 学 理 学部生物学教室）

ハ ム シ 科 17 亜 科 1G1 属 186 種 1264 個体 に っ い
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